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研究成果の概要（和文）：本研究では疫学データベースを活用した「ハイヘルス養豚」を確立することを目的と
した。養豚生産における繁殖成績・肥育成績・群成績を広域的に一元記録するために、養豚生産農場の生産記録
を記録・分析するためのシステムを構築した。本システムを用い、南九州の養豚生産農場の成績の定量化を実施
した。また、本システムを活用し、豚流行性下痢（PED）と生産性との関連性について詳細に分析し、感染時期
による生産性の違いや、PED感染後の処置と生産性との関連性について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The objectives of the present study was to construct high-health pig farm by
 using epidemiological methods. Epidemiological database was developed to collect the production 
records regarding reproductive, growth and population performance on commercial pig farms. Herd 
productivity on farms located in south part of Kyusyu was collected by the epidemiological database 
and quantified. Additionally, the effect of porcine epidemic diarrhea (PED) on productivity was 
assessed and the results showed the difference of productivity among stage they infected with PED 
and among management practice against PED outbreak.  

研究分野： 生産疫学

キーワード： 疫学　養豚
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１．研究開始当初の背景 
日本は海外と比較して生産性が低く、コス

ト高であることが弱点として挙げられる。今
後も海外からの輸入豚肉の増加や飼料代の
高騰、豚価の下落が予想されることより、国
内の養豚農家数は激減する可能性がある。し
かし、世界人口の増加に伴う食糧問題への対
応として、生産性の向上や国際競争力の強化
により、国内での食肉の安定供給を確立する
必要がある。 
このような厳しい養豚情勢の中で、養豚農

家が生き残るためには生産性向上が必須で
ある。生産性向上に寄与する要因として、繁
殖母豚や肥育豚の疾病リスク軽減が挙げら
れる。疾病リスクの軽減は生産性向上だけで
なく、薬剤費やワクチン代の減少など経済的
な利益をもたらす。欧米諸国と比較して、日
本は養豚農場の密集地帯が多いため、疾病の
発生を防除するためにも適切な飼養管理や
バイオセキュリティの実施が求められる。し
かし、国内での研究は、実験農場を用いた特
殊な環境下や In vitro の環境下で行われてい
る試験が大多数であり、生産農場を対象とし
た調査はほとんど実施されていない。 
 
２．研究の目的 
そこで、現実的かつ即効性のある知見を得

るために、農場の生産記録を広域的に一元記
録する疫学データベースを構築し、そのデー
タベースを基に、飼養管理と疾病状況が生産
性に与える影響を定量化し、分析結果から生
産性や疾病リスクに関与しているリスク因
子を特定し、全国のモデルとなる安全・安心で
収益性の高い養豚農場を構築するための知見を
得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
養豚産業では、肥育豚の出荷先が都道府県

を跨ぐことがあるため、各都道府県内の養豚
農場における母豚一頭あたりの年間出荷頭
数の数値を正確に算出することが困難であ
る。しかし、今後飼養管理の改善や疾病リス
クの低減を行う上で、生産性の数値はその効
果を示す明確な指標となる。そこで、南九州
地域における養豚生産農場の生産性の定量
化するために、繁殖・肥育成績に関して農場
の月別成績の収集および定量化を行った。週
及び定量化を簡易化するために疫学データ
ベースの構築を行い、また収集するこうもく
の選定を行った。また、各農場の疾病発生状
況に関しても調査を行った。特に、2013 年以
降に発生が継続している豚流行性下痢（PED）
に関しては発生時期および発生前後の防疫
体制および飼養管理に関して調査を行い、
PED 発生に関与するリスク因子の特定や、PED
発生が生産性に及ぼす影響の定量化、PED 発
生前後の防疫体制が生産性および沈静化ま
での日数に及ぼす影響に関して分析を行っ
た。 
 

 
４．研究成果 
本研究により、疫学データベースを構築す

ることができ、また本システムを活用して生
産性の収集を効率的に行うことができた。ま
た収集した生産記録の分析を行い、繁殖成
績・肥育成績・群成績に関する全体の平均値
やバラつきなどを含めた記述統計を算出し
た。また、これらの成績は飼養品種や農場サ
イズなどで比較を行った。得られたデータよ
り、調査対象地域における年月別の成績の推
移や、農場の属性毎における生産性の特徴を
定量化した。 
調査期間中における農場の生産性に関し

て、南九州に所在する農場の年間記録 232 記
録の平均として、繁殖成績の平均値は、一腹
当たり総産子数が 13.2 頭、一腹当たり生存
産子数が 11.4 頭、一腹当たり死産子豚数が
1.7 頭、一腹当たり死産子豚割合が 13.1%、
一腹当たり離乳子豚数が 10.4 頭、哺乳中事
故率が 9.2%、分娩率が 87.5%、年間分娩腹数
が2.24回、年間母豚当たり離乳子豚数が23.3
頭であった。繁殖成績では季節間における成
績のバラつきが大きく、特に夏場に分娩した
母豚の成績が低下する傾向にあった。群成績
では在庫母豚数では大きなバラつきがみら
れ、最も大規模な農場では飼養母豚頭数が
9000 頭であったが、全体の中央値では 441.3
頭であった。また在庫雄豚数の平均値は 15.3
頭であり、母豚更新率が 43.1%、母豚廃用率 
が 38.1%、母豚死亡率が 3.5%であった。特に
母豚死亡率は農場の繁殖成績とも関連して
おり、哺乳中事故率や死産子豚数が多い農場
では母豚死亡率も高い傾向にあった。肥育成
績では、年間母豚当たり出荷頭数が21.9頭、
肥育中事故率が 5.1、出荷日齢が 194.1 日で
あった。また品種間でも大きな差がみられ、
ランドレースと大ヨークシャーの F１などの
交雑種と比べて、かごしま黒豚などのバーク
シャー種では繁殖成績および肥育成績が大
幅に低くなった。 
また、疫学データベースにて繁殖成績の低

下が明らかになった農場を対象として、離乳
子豚体重や分娩率の向上および哺乳中事故
率や発情回帰日数の低下を目的として、授乳
中母豚に対する不断給餌器を用いた不断給
餌の効果を調査した。授乳期の母豚は自身の
維持成長に加えて子豚に対する乳生産を行
うため、多くの栄養摂取が必要となる。飼料
摂取量向上の対策として、母豚が常時飼料を
摂取することができる不断給餌が挙げられ
る。そこで、この生産農場で飼養されていた
母豚 19 頭を対象として、自由摂食群（不断
給餌器を用いた自由摂食群：n=10）と従来給
餌群（一日二回の従来給餌：n=9）に無作為
に分類し、飼料摂取量を観察した。また生産
成績として、平均離乳子豚体重および離乳後
初回交配日数を調査した。試験期間における
総飼料摂取量の平均は 105.0±4.8 kg であり、
自由摂食群の方が従来給餌群よりも高い傾



向にあった（111.5±7.6 vs. 97.9±4.8 kg; 
P=0.16）。生産成績に関して自由摂食群は従
来給餌群よりも平均離乳子豚体重が大きく
（9.1±0.1 kg vs. 7.8±0.1 kg; P<0.05）、
離乳後初回交配日数が短かった（4.8±0.1 日 
vs. 5.4±0.2 日; P<0.05）。これらの結果か
ら、不断給餌器を用いた不断給餌により飼料
摂取量が増加することが示唆され、またその
効果として、その後の生産成績が向上する可
能性が示唆された。 
また、上述した疫学データベースを活用し

て、2013 年以降に発生が継続している豚流行
性下痢（PED）が豚の生産性に及ぼす影響に
関して調査を実施した。PED の発生に伴い、
母豚の哺乳中事故率は大幅に増加し、一腹当
たり離乳子豚数は大幅に低下した。これらの
影響により、離乳後初回交配日数がやや延長
し、分娩率が若干低下したが、離乳時成績の
影響と比較すると、交配成績にはほぼ影響が
見られなかった。また、PED ウイルスに感染
した時期によって、生産性への影響が異なる
ことが明らかになった。妊娠前期および中期
に PED ウイルスに暴露された個体は、感染し
なかった個体と比較して、哺乳中事故率の増
加や一腹当たり離乳子豚数の低下があまり
みられず、特に離乳以降の成績では差が全く
見られなかった。 
さらに、PED 発生に関連するリスク因子の

特定を実施した。一般生産農場を対象とした
症例対照研究を実施し、調査対象農場を PED
発生農場までの距離に基づき地域伝播およ
び長距離伝播の 2グループに分類し、グルー
プ毎に統計学的解析に供した。解析の結果、
同定されたリスク因子は地域伝播と長距離
伝播の間で異なっていたことが明らかにな
った。地域伝播グループにおいては、PED 発
生農場までの距離が近いほど、PED 発生リス
クが高い可能性が示された。一方長距離伝播
グループでは、PED発生農場からの距離はPED
発生リスクと関連していなかった。これは、
PEDv感染農場からの距離が離れるほどPED発
生リスクが低くなることを示唆している。 
地域伝播グループでは、農場の飼養頭数が多
いほど、PED 発生リスクが高いことが示唆さ
れた。農場の飼養頭数が大きな農場は、人間
の移動回数や豚運搬車両、飼料運搬トラック
の回数が増えるため、結果的に外部との接触
機会が増えて、発生リスクが高まると考えら
れた。しかし、農場の飼養頭数は長距離伝播
グループでは関連性がみられなかったこと
から、農場の飼養頭数は近隣に PED 発生農場
が存在するときにのみリスク因子となると
示唆された。上記の解析結果より、大規模農
場では、自農場の近隣（5 km 以内）に PED 発
生農場が発生した場合、農場バイオセキュリ
ティの体制を強化する必要があると考えら
れた。その例として、消毒剤の接触時間が挙
げられる。本調査では消毒剤の種類および濃
度に関して考慮していないものの、消毒剤の
接触時間を 20 分以上設けることは、地域伝

播グループ、長距離伝播グループの両方にお
いて有意に PED 発生リスクを低減させた。ま
た、長距離伝播グループでは、獣医師の訪問
により PED 発生リスクが低くなった。この理
由として、獣医師の訪問によって農場の防疫
体制が適切に強化されたことや、獣医師の診
察を定期的に受ける農場は追加防疫措置を
迅速かつ適切に実施する意欲があることな
どが考えられた。さらに、長距離伝播グルー
プでは、飼料運搬トラックの訪問回数が PED
発生リスクと関連していた。これらのことよ
り、車両を介したウイルス感染の可能性が示
唆される。 
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